
（1）　第４１０号
第
32
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
中
国
大
会

時　

10
月
６
日　
　
　
　
　
　

於　

広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　

今
年
も
昨
年
に
引

き
続
き
、
作
曲
家
で

あ
る
樽
屋
雅
徳
氏
に

依
頼
し
、
本
校
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作

っ
て
い
た
だ
い
て
シ

ョ
ー
を
構
成
し
た
。

練
習
は
苦
労
の
連
続

で
あ
っ
た
が
、
生
徒

た
ち
は
厳
し
い
練
習

を
乗
り
越
え
て
本
番

で
立
派
な
演
奏
・
演

技
を
披
露
し
、
会
場

を
魅
了
し
た
。
結
果
、

金
賞
を
受
賞
し
、
目

標
と
し
て
い
た
６
年

連
続
８
度
目
と
な
る

全
国
大
会
へ
の
出
場

権
を
得
た
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て

い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
、
卒
業
生
の
皆
様

を
は
じ
め
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆

様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
11
月
に
行
わ
れ
る
全

国
大
会
で
は
、
中
国
支
部
の
代
表
と
し
て
誇
り

を
持
っ
て
大
会
に
臨
め
る
よ
う
、
引
き
続
き
精

進
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

令和元年10月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４１０

全国大会出場を決めた吹奏楽部

第
74
回
国
民
体
育
大
会

な
ぎ
な
た
部

時　

９
月
29
日
〜
10
月
１
日　
　
　

於　

西
部
総
合
公
園
体
育
館（
茨
城
）

◎
少
年
女
子

〈
演
技
競
技
の
部
〉

１
回
戦　

島
根
県　

１

－

４　

福
岡
県

〈
試
合
競
技
の
部
〉

１
回
戦　

島
根
県　

３

－

０　

愛
知
県

２
回
戦　

島
根
県　

１

－

２　

岡
山
県

〈
出
場
選
手
〉
先
鋒　

玉
木　

羅
夢（
2-3
平田
）

　
　
　
　
　

中
堅　

日
野　

愛
理（
3-2
出南
）

　
　
　
　
　

大
将　

森
本
あ
か
音（
2-5
北陵
）

◎
成
年
女
子

〈
演
技
競
技
の
部
〉

決
勝
戦　

島
根
県　

１

－

４　

茨
城
県

〈
試
合
競
技
の
部
〉

決
勝
戦　

島
根
県　

１

－

２　

熊
本
県

○

大
会
総
評

　

少
年
女
子
は
演
技
・
試

合
と
も
入
賞
を
逃
し
た
。

成
年
女
子
は
、
井
上
教
諭

を
含
む
３
名
の
卒
業
生
で

挑
み
、
演
技
・
試
合
と
も
に

準
優
勝
を
果
た
し
た
。
今

後
も
少
年
・
成
年
と
も
に

各
種
大
会
で
頂
点
を
目
指

し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
応
援
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
顧
問　

井
上
美
代
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

時　

10
月
４
〜
８
日　
　
　
　
　
　
　

於　

池
の
川
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ（
茨
城
）

14
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
（
５
位
）

【
少
年
の
部
】

二
回
戦　
　

島
根　

85

－

83

宮
崎

準
々
決
勝　

島
根　

54

－

98

茨
城

〈
出
場
選
手
〉
中
島　

龍
馬（
1-1
松四
）

　
　
　
　
　

遠
藤　

莉
樹（
1-2
安一
）

　
　
　
　
　

濱
井　

倫
彦（
1-5
浜二
）

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場
決
定
!!

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
銅
賞
!!

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場
決
定
!!

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
銅
賞
!!

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場
決
定
!!

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
銅
賞
!!

吹奏楽部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

時

10
月
１
・
２
日　
　
　
　
　
　

於　

磯
原
地
区
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
茨
城
）

日
野
坪
雄
大（
3-3
出一
）
ベ
ス
ト
16

１
回
戦　

島
根
県　

②

－

１　

鹿
児
島
県

２
回
戦　

島
根
県　

１

－

②　

香
川
県

　

日
野
坪
雄
大
が
島
根
県
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
加
し
た
。
初
戦
の
鹿
児
島
戦
で
は
、
１

勝
１
敗
の
３
番
勝
負
を
見
事
勝
ち
き
り
、
２
回

戦
進
出
を
決
め
た
。
２
回
戦
は
香
川
県
と
の
対

戦
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
個
人
優
勝

ペ
ア
に
対
し
て
果
敢
に
攻
め
、
価
値
あ
る
１
勝

を
あ
げ
た
。
高
校
生
と
し
て
参
加
す
る
最
後
の

大
会
で
素
晴
ら
し
い
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
、
今
後
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

卓　

球　

部

時　

９
月
28
日
〜
10
月
２
日　
　
　
　

於　

池
の
川
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ（
茨
城
）

【
男
子
団
体
】

予
選
リ
ー
グ　

島
根
県　

３

－

１　

福
島
県

　
　
　
　
　
　

島
根
県　

３

－

１　

埼
玉
県

　
　
　
　
　
　

島
根
県　

２

－

３　

高
知
県

〈
出
場
選
手
〉
山
本
駿
介（
3-2
北陵
）

　
　
　
　
　

井
上
友
希（
3-3
北陵
）

　
　
　
　
　

山
本　

歩（
2-2
北陵
）

○

大
会
総
評

　

予
選
リ
ー
グ
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
５
位
の
高
知

県
に
敗
れ
、上
位
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。出
場

し
た
選
手
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
時
よ
り
も
積
極

的
に
プ
レ
ー
し
、
劣
勢
に
な
っ
て
も
最
後
ま
で

諦
め
ず
、
粘
り
強
く
戦
っ
た
。
国
体
は
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
と
は
違
い
、
個
々
の
実
力
の
差
が
出
や

す
い
試
合
方
式
の
た
め
、
入
賞
す
る
に
は
絶
対

的
な
エ
ー
ス
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。
常
時
全
国
大
会
で
入
賞
で
き
る
よ
う
、
今

後
の
練
習
で
フ
ィ
ジ
カ
ル
を
鍛
え
る
と
と
も
に
、

技
術
や
戦
術
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

第
67
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

時　

10
月
20
日　
　
　
　

於　

名
古
屋
国
際
会
議
場

　

本
校
と
し
て
は
５
年
連
続
13
度
目
と
な
る
全

国
大
会
で
あ
っ
た
が
、
部
員
た
ち
は
本
年
度
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
精
進
」
を
胸
に
、
日
々
地
道

な
練
習
を
積
み
重
ね
て
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

本
番
当
日
は
万
全
の
準
備
を
し
、
生
徒
た
ち

は
堂
々
と
し
た
態
度
で
ス
テ
ー
ジ
へ
上
が
り
、

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
気
持
ち
の
こ

も
っ
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
た
。
演
奏

後
、
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
を
頂
い
た
。
結

果
、
高
等
学
校
後
半
の
部
で
銅
賞
を
受
賞
。
目

標
で
あ
っ
た
金
賞
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
生

徒
た
ち
の
演
奏
の
出
来
は
誇
ら
し
い
も
の
で
あ

り
、
日
々
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

　

全
国
の
舞
台
で
演
奏
で
き
た
の
も
、
様
々
な

面
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
や

地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

　

今
後
も
変
わ
ら
ず
精
進
し
、
地
域
の
方
々
に

愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き

た
い
。

（
顧
問　

原
田　

実
）

少
年
女
子
試
合
競
技
の
部  

ベ
ス
ト
16

成
年
女
子
演
技
・
試
合
競
技
の
部  

準
優
勝
！



第４１０号　（2）

卓　

球　

部

令
和
元
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
島
根
県
予
選
大
会

時　

10
月
19
・
20
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
位　

原
田
哲
多（
1-4
北陵
）

４
位　

山
本　

歩

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優
勝

山
本
駿
介
・
井
上
友
希　

組

２
位　

三
村
悠
斗（
2-4
北陵
）・
杉
浦
大
和（
中3
長束西
）組

３
位　

山
本　

歩
・
原
田
哲
多　

組

○

大
会
総
評

　

男
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
原
田
哲

多
、
男
子
ダ
ブ

ル
ス
は
山
本
駿

介
・
井
上
友
希

組
が
、
１
月
に

大
阪
で
開
催
さ

れ
る
全
日
本
選

手
権
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。

全
日
本
選
手
権
に
は
各
県
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
選
手
が
集
ま
る
た
め
厳
し
い
戦
い
が
予

想
さ
れ
る
が
、
大
会
ま
で
の
期
間
で
少
し
で

も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
臨
み
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

野　

球　

部

令
和
元
年
度
出
雲
地
区
高
校
野
球
１
年
生
大
会

時

10
月
13
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
商
業
高
等
学
校
グ
ラ
ン
ド

１
回
戦　

本
校　

１
０
０
１
３
０　

５

　
　
　
　

出
雲　

２
１
４
０
１
×
─
８

※
大
会
規
定
に
よ
る
時
間
制
限
に
よ
り
６
回

　

で
終
了

○

大
会
総
評

　

初
回
に
先
制
し
た
が
、
守
備
で
流
れ
を
掴

む
こ
と
が
で
き
ず
、
惜
敗
し
た
。
一
冬
越
え

て
、
更
な
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
。

ご
声
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

陶
山
浩
史
）

特
別
進
学
コ
ー
ス 

体
験
入
学

特
別
進
学
コ
ー
ス 

体
験
入
学

10
月
16
日
に
特
別
進

学
コ
ー
ス
の
体
験
入
学

を
実
施
し
、
７
校
か
ら

30
名
の
中
学
生
に
参
加

い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
初
め
に
コ
ー
ス

に
つ
い
て
の
説
明
を
行

っ
た
後
、
在
校
生
と
の

交
流
の
場
を
設
け
た
が
、

参
加
者
は
本
校
の
様
子

に
つ
い
て
在
校
生
か
ら

直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
、

特
別
進
学
コ
ー
ス
で
の

高
校
生
活
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
だ
。

　

次
い
で
コ
ー
ス
１
〜
３
年
の
授
業
を
見
学
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
体
験
の
締
め
く
く
り
と
し

て
実
際
に
コ
ー
ス
で
指
導
し
て
い
る
教
員
の
授

業
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

本
校
特
別
進
学
コ
ー
ス
の
魅
力
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
う
。

出
雲
北
陵
中
学・高
等
学
校
芸
術
鑑
賞
会

並
び
に
第
29
回
定
期
演
奏
会

時　

10
月
１
日　
　

於　

出
雲
市
民
会
館

　

本
年
で
29
回
目
を
迎
え
た
こ
の
演
奏
会
は
、

ソ
ロ
・
弦
楽
合
奏
・
吹
奏
楽
・
合
唱
と
様
々
な

演
奏
ス
タ
イ
ル
の
演
目
が
並
び
、
他
校
に
は
な

い
本
校
な
ら
で
は
の
演
奏
会
で
あ
る
。

　

昼
は
本
校
生
徒
対
象
の
芸
術
鑑
賞
会
、
夜
は

一
般
対
象
の
定
期
演
奏
会
と
２
公
演
を
行
っ
て

い
る
。
演
奏
者
に
と
っ
て
は
強
行
日
程
で
あ
る

が
、
生
徒
た
ち
は
山
陰
で
唯
一
の
音
楽
コ
ー
ス

の
独
唱
・
独
奏
を
は
じ
め
、
島
根
県
・
中
国
地

区
を
代
表
す
る
音
楽
部
の
演
奏
を
披
露
し
、
観

客
を
魅
了
し
た
。

　

当
日
来
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
を
は
じ
め
、

日
頃
よ
り
応
援
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
々
、

ま
た
陰
で
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
保
護
者
の
皆

様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

男子ダブルス優勝の山本駿介（右）・井上友希組

テ

ニ

ス

部

Ｕ
18
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ニ
ス
大
会
時　

10
月
５
日

於　

浜
山
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
３
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
３
回
戦
敗
退

○

大
会
総
評

　

男
女
と
も
実
力
不
足
で
敗
退
し
た
。
基
礎
基

本
か
ら
し
っ
か
り
鍛
錬
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、

精
進
し
て
い
き
た
い
。
（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

陸
上
競
技
部

第
93
回
大
東
陸
上
競
技
大
会

時　

９
月
29
日　
　
　
　
　

於　

大
東
ふ
れ
あ
い
運
動
場

男
子
リ
レ
ー
・
女
子
走
幅
跳
で
優
勝

【
男
子
】

４
×
100
ｍ
Ｒ　

優
勝

　

永
岡
歩
望（
1-4
北陵
）・
小
片
祐
希（
1-1
平田
）

　

渡
部
優
哉（
2-2
平田
）・
松
本
優
大（
2-2
平田
）

走
幅
跳　

６
位　

渡
部
優
哉

100
ｍ　
　

７
位　

小
片
祐
希

200
ｍ　
　

５
位　

永
岡
歩
望

　
　
　
　

６
位　

柳
谷
怜
映（
1-3
東出雲
）

【
女
子
】

走
幅
跳　

優
勝　

永
岡
茉
尋（
1-3
河南
）

○

大
会
総
評

　

２
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
今
大
会
で
は
、
９
月

の
県
高
校
新
人
戦
に
つ
ぐ
好
記
録
を
マ
ー
ク
し
、

夏
季
練
習
の
成
果
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
冬
季
練
習
を
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

美　

術　

部

緑
化
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

優
良
賞
受
賞
！

　

令
和
元
年
度
島

根
県
緑
化
ポ
ス

タ
ー
原
画
コ
ン

ク
ー
ル
に
本
校
か

ら
応
募
し
た
と
こ

ろ
、
山
﨑
あ
か
り

（
1-6
湖陵
）
の
作
品
が

全
185
点
の
中
か
ら
高
等
学
校
の
部
で
優
良
賞

に
選
ば
れ
た
。

（
顧
問　

石
倉　

正
）

写　

真　

部

令
和
元
年
度
秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

時　

10
月
18
日

於　

大
社
高
校

特
選
７
点
、
入
選
14
点
受
賞
！！

　

本
校
か
ら
13
人
が
65
点
を
出
品
し
た
と
こ
ろ
、

７
点
が
特
選
、
14
点
が
入
選
を
受
賞
し
た
。

　

特
選
作
品
は
次
の
通
り
。

「
ご
き
げ
ん
な
な
め
」
小
川
る
な
（
1-1
平田
）

「
さ
ら
っ
」　
　
　
　

藤
原
香
織
（
1-3
大社
）

「
18
の
夏
」　
　
　
　

楫
野
莉
菜
（
1-4
出三
）

「
あ
の
日
」　
　
　
　

藤
江　

誉
（
1-4
北陵
）

「
眼
光
」　
　
　
　
　

山
根
七
海
（
2-1
平田
）

「
チ
ャ
イ
ム
の
音
」　

荒
木
孝
太
（
1-3
出三
）

「
深
世
界
」　
　
　
　

⻆
田
翔
大
（
2-1
斐西
）

（
顧
問　

村
上　

学
）

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び　

　
　

授
業
体
験
、部
活
動
体
験
実
施

　

９
月
28
日
に
本
年
度

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
実
力

診
断
テ
ス
ト
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
企
画
や
楽
し

い
授
業
を
、
ま
た
高
校

で
は
、
受
験
講
座
や
美

術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ス
の
体
験
、
吹
奏
楽

部
と
の
合
同
演
奏
、
部
活
動
体
験
な
ど
を
行
な

っ
た
。
当
日
は
小
中
学
生
や
保
護
者
の
方
々
な

ど
250
名
余
り
の
来
校
者
が
あ
り
、
賑
や
か
な
一

日
と
な
っ
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
本
校
の
特
色

を
理
解
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「ごきげんななめ」小川るな
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イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
活
動

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
活
動

高
瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

時　

10
月
６
日　
　
　
　
　

於　

出
雲
市
内
高
瀬
川
流
域

　

出
雲
南
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
主
催
す
る

「
高
瀬
川
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
が

今
年
も
実
施
さ

れ
、
本
校
か
ら

イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
の
生

徒
13
名
が
参
加

し
た
。

　

上
流
で
川
の

水
を
止
め
、
足
首
程
度
ま
で
水
位
が
下
が
っ

た
と
こ
ろ
で
川
底
清
掃
を
行
な
っ
た
。
空
き

ビ
ン
・
空
き
缶
・
乾
電
池
な
ど
の
小
さ
な
ゴ

ミ
か
ら
、
壊
れ
た
傘
、
衣
類
と
い
っ
た
大
き

な
ゴ
ミ
ま
で
、
２
〜
３
キ
ロ
の
ゴ
ミ
が
袋
い

っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
。

　

毎
年
恒
例
の
活
動
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ゴ
ミ
の
量
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

　

２
時
間
ほ
ど
の
活
動
だ
っ
た
が
、
終
え
た

時
は
気
分
も
清
々
し
く
な
っ
た
。

第
61
回
全
商
情
報
処
理
検
定
合
格
者

時　

９
月
22
日

２
級　

矢
野
龍
生（
3-1
出一
）

３
級　

河
上
哲
也（
3-1
出三
）、
山
口
竜
馬（
3-1
出三
）

　
　
　

田
原
友
香（
3-1
出一
）、
相
見
周
作（
2-1
出三
）

　
　
　

杉
谷　

新（
2-1
斐西
）、
⻆
田
翔
大（
2-1
斐西
）

　
　
　

髙
橋
正
伍（
2-1
大社
）、
深
田
智
広（
2-1
斐東
）

　
　
　

藤
原
大
和（
2-1
大東
）、
山
根
幸
輝（
2-1
湖東
）

　
　
　

中
山
茉
央（
2-1
大社
）、
山
根
七
海（
2-1
平田
）

出
雲
市
中
学
校
新
人
戦

時　

10
月
８
・
９
日　
　
　

於　

斐
川
西
中
学
校
体
育
館

本
校
体
育
館　
　
　
　

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

一
試
合
目　
　

本
校　

68

－
36　

向　

陽

二
試
合
目　
　

本
校　

42

－
78　

出
雲
一

　

予
選
リ
ー
グ　

２
位
（
１
勝
１
敗
）

〈
代
表
決
定
戦
〉

　
　
　
　
　
　

本
校　

72

－

12　

斐
川
東

結
果
４
位
（
出
雲
地
区
大
会
出
場
決
定
）

　

当
日
は
保
護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く

の
皆
様
か
ら
応
援
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

時

10
月
８
・
９
日　
　
　

於　

斐
川
西
中
学
校
体
育
館

本
校
体
育
館　
　
　
　

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

一
試
合
目　
　

本
校　

66

－

37

平　

田

二
試
合
目　
　

本
校　

53

－

74

出
雲
二

　

予
選
リ
ー
グ　

２
位　
（
１
勝
１
敗
）

〈
順
位
決
定
戦
〉

一
試
合
目　
　

本
校　

61

－

57

出
雲
三

二
試
合
目　
　

本
校　

34

－

47

湖　

陵

結
果
４
位

　

人
数
が
少
な
い
な
が
ら
、
一
生
懸
命
戦
う

こ
と
が
で
き
た
。
ご
声
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

卓　

球　

部

時　

10
月
８
・
９
日　

於　

斐
川
第
一
体
育
館

男
子
団
体
・
個
人
と
も
に
優
勝
！

〈
男
子
団
体
〉
優
勝（
６
年
連
続
８
回
目
）

〈
男
子
個
人
〉

優　

勝　

小
野
泰
和（
中1-1
鏡山
）

２　

位　

佐
藤
卓
斗（
中2
塩浜
）

３　

位　

森
口　

諒（
中2
寒川
）、
濵
田
都
希（
中1-2
浜村
）

ベ
ス
ト
８　

田
中
悠
斗（
中1-1
面影
）

２
回
戦
敗
退　

古
瀨
莞
太（
中1-2
稗原
）

○

大
会
総
評

　

団
体
、
個
人
と
も
に
出
雲
地
区
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
年
生
の

活
躍
が
光
っ
た
大
会
で
あ
っ
た
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導

あ
い
さ
つ
運
動

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導

あ
い
さ
つ
運
動

及び及び
時　

10
月
18
日

於　

本
校　
　

　

本
年
度
も
生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
、
外
部

か
ら
出
雲
警
察
署
交
通
安
全
課
並
び
に
生
活
安

全
課
、
か
わ
と
交
番
、
北
部
ヤ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
、

川
跡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に

ご
来
校
い
た
だ
き
、
自
転
車
運
転
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
た
め
の
声
か

け
や
あ
い
さ
つ
運
動
の

啓
発
活
動
を
行
な
っ
た
。

　

高
校
は
今
年
度
、
自

転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指

定
校
で
あ
る
た
め
、
こ

の
日
は
高
校
で
も
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導
、
あ

い
さ
つ
運
動
が
実
施
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
中
・
高
そ

れ
ぞ
れ
の
自
転
車
点
検

が
実
施
さ
れ
、
285
台
中
、

無
施
錠
自
転
車
が
わ
ず
か
９
台
と
優
秀
な
施
錠

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

中
学
校

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

10
月
23
日
、
第
23
回
国
際
交
流
ひ
ろ
ば

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
今
年
は
、

韓
国
・
中
国
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ブ
ラ
ジ
ル
の
講
師
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
各

学
年
に
分
か
れ
て
活
動
し
た
。
ま
ず
そ
れ
ぞ

れ
の
国
に
つ
い
て
事
前
学
習
し
た
こ
と
を
発

表
し
、
そ
の
後
、
講
師
の
先
生
方
か
ら
講
評

と
説
明
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
３
年
生
は

ア
メ
リ
カ
や
中
国
の
料
理
を
作
り
、
両
国
の

食
文
化
を
直
に
感
じ
た
。
終
わ
り
の
発
表
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
活
動
の
中
で
学
ん
だ

こ
と
を
全
体
の
場
で
報
告
し
、
皆
で
共
有
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
異
文
化
学
習
を
通
じ
て

他
国
へ
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
良
い
学
び
の
場
と
な
っ
た
。

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

事前学習発表（韓国）

各班からの発表（中国）

ワークショップ（フィリピン）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
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－

高
校
三
年
国
語
表
現
の
授
業
か
ら

－

未
来
の
私
か
ら
、

　
　

現
在
の
私
へ
ア
ド
バ
イ
ス

〜
よ
り
よ
い
未
来
と
な
る
よ
う
に
〜

Ｉ
・
Ｓ
へ

　

三
年
後
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
か
ら
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
い
て
欲
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
め
で
た
く
看
護
士
に
な
り

ま
す
が
、
周
り
の
こ
と
が
よ
く
見
え
、
感

じ
取
り
、
考
え
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
。
体
調
が
悪
い
患
者
さ

ん
を
相
手
と
す
る
職
業
で
す
。
い
つ
何
が

起
こ
る
か
、
容
態
が
急
変
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
周
り
を
見
て
、
も
し

も
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
行
動
で
き

る
人
に
な
っ
て
い
て
欲
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
周
囲
の
人
を
勇
気
づ
け
、
元
気

づ
け
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

高
校
生
の
今
の
あ
な
た
は
、
自
分
が
担
当

し
た
患
者
さ
ん
に
は
心
の
面
に
お
い
て
も

元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
看
護
士

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
ね
。
看
護

士
は
医
師
で
は
な
い
の
で
患
者
さ
ん
の
病

気
を
直
接
治
療
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
患
者
さ
ん
の
話
を
笑
顔
で
聞
い

た
り
、
声
掛
け
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心

の
ケ
ア
は
で
き
ま
す
。
高
校
生
の
今
の
う

ち
か
ら
、
少
し
で
も
意
識
し
て
人
と
話
す

と
き
は
笑
顔
で
話
し
た
り
、
友
達
に
声
を

作
品
と
研
究

か
け
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
も
っ
と
た

く
さ
ん
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
先
ず
こ
の
こ
と
を
心
が

け
、
立
派
な
看
護
士
を
目
指
し
て
、
勉
学

に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｔ
・
Ｎ
へ

　

あ
な
た
は
三
年
後
、
努
力
の
末
、
就
職

試
験
を
ク
リ
ア
し
、
め
で
た
く
あ
る
子
ど

も
園
に
就
職
で
き
ま
す
。
勿
論
、
努
力
を

怠
れ
ば
未
来
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
次
の

話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　

保
育
士
と
い
う
仕
事
は
楽
し
い
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
ど
の
職
業
に
も
あ
る
、
大

変
な
壁
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
き
が
何
度
も
来
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
あ

な
た
も
す
で
に
分
か
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
あ
な
た
が
目
標
に
し
て
い
る
「
周

り
か
ら
信
頼
さ
れ
る
先
生
・
周
り
の
人
を

笑
顔
に
で
き
る
先
生
」
に
な
る
た
め
に
今

か
ら
学
ん
で
お
い
て
欲
し
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

保
育
士
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
る
立
場
に
な
り
ま
す
。

自
分
自
身
が
子
供
た
ち
の
前
で
見
本
に
な

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
育
士

と
し
て
の
専
門
的
な
知
識
技
術
は
勿
論
で

す
が
、
子
供
た
ち
の
前
に
立
つ
大
人
と
し

て
、
自
分
を
磨
き
続
け
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
は
保
育
士
と
い
う
仕
事
が
、
子
供
た
ち

だ
け
で
は
な
く
同
僚
や
保
護
者
の
方
に
も

信
頼
さ
れ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
職
業
だ
か

ら
で
す
。

　

今
か
ら
意
識
し
て
取
り
組
み
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
焦
ら
ず
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
仕
事
を
始
め
る
と
大
変
な
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
着
実
に
経
験
を
重
ね
て
い
く

こ
と
に
よ
り
目
指
す
保
育
士
に
近
づ
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｎ
・
Ｔ
へ

　

あ
な
た
は
（
自
分
の
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
が
）、
嫌
い
な
こ
と
を
後
回
し
に
す
る

癖
が
あ
り
ま
す
ね
。
嫌
い
な
こ
と
を
後
回

し
に
し
て
、
結
局
最
後
ま
で
後
回
し
に
し

続
け
て
や
っ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
自

分
が
痛
い
目
に
あ
っ
た
り
、
関
係
者
に
迷

惑
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
後
２
年
以
内
に
改
善
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
や
っ
た
ら
嫌
な
こ
と

も
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
せ
ず
、

自
ら
の
手
で
取
り
組
み
、
期

限
ま
で
に
完
了
し
て
い
る
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
物

事
の
優
先
順
位
を
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
自
分
に
課

せ
ら
れ
た
課
題
、
受
け
持
っ

た
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
に
た
い
し

て
、
重
要
度
、
必
要
な
時
間
、

期
限
な
ど
を
考
慮
し
優
先
順

位
を
付
け
た
り
、
仕
事
や
作

業
の
強
弱
を
考
え
て
取
り
組

む
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
で
は
請
け
負
い
き

れ
な
い
依
頼
は
断
る
勇
気
も
必
要
で
す
。

相
手
は
あ
な
た
に
期
待
し
て
持
ち
か
け
て

く
れ
て
い
ま
す
か
ら
あ
り
が
た
い
話
で
す

が
、
相
手
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
か
、
自

分
に
完
了
す
る
見
通
し
が
持
て
る
か
、
よ

く
よ
く
先
の
こ
と
ま
で
考
え
て
返
事
を
し

ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
と
い
う
相
手
の

強
い
希
望
が
あ
っ
て
も
、
相
手
と
よ
く
よ

く
相
談
し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
先
も
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き

こ
と
、
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
世
の
中
を
見
る
視
野
が
広
く
な
る
と
、

あ
れ
も
、
こ
れ
も
と
気
づ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、
重
要

な
こ
と
や
、
時
間
の
か
か
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

山
根　

七
海

（2-1）平田

今月の
 1枚
「
眼
光
」

令
和
元
年
度
秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル　

特
選
作
品


